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令和７年度第８回教育研究評議会議事要録 

 

日 時 令和７年 12 月 17 日(水) 14 時 30 分から 16 時 40 分まで 

場 所 事務局棟５階大会議室（集合） 

出席者 日詰、塩尻、金原、二又、大石、鈴木、佐藤、大島、高倉、大橋、吉川、粟井、

田中、上藤、鎌塚、延原、小西、遊橋、山本、松本、福田（WEB）、宮原、加藤、

西村、江口、水谷、原和彦、近藤、今泉、青木、小林の各評議員 

朱グローバル共創科学部副学部長（平井評議員の代理） 

大西グリーン科学技術研究所副所長（間瀬評議員の代理） 

欠席者 平井、間瀬の各評議員 

陪席者 飯田、河島の各監事、中村、小野、原正和、横田、峰野の各学長補佐 

    海老澤、森田の各学長特別補佐 

 

 

Ⅰ 前回議事要録の承認 

令和７年度第７回教育研究評議会議事要録について、原案どおり承認した。 

 

 

Ⅱ 審議事項 

１．静岡大学農学部附属食品分析室規程の制定について 

加藤委員から、静岡大学農学部附属食品分析室規程の制定について、資料１によ

り説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

２．教員の懲戒について 

議長から、教員の懲戒について、別紙資料により提案があり、審議の結果、処分

説明書の文言の一部修正を役員会に一任し、それ以外は原案どおり承認した。 

 

 

Ⅲ 報告事項 

１． 令和７年度第７回企画戦略会議（令和７年 12 月３日）報告 

議長から、令和７年度第７回企画戦略会議（令和７年 12 月３日）について、資料

２により報告があった。 

 

２．中期目標・中期計画の変更手続等について 

二又委員から、中期目標・中期計画の変更手続等について、資料３により報告が

あった。 
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３．静岡大学未来創成ビジョンの実現に向けた調査結果について 

二又委員から、静岡大学未来創成ビジョンの実現に向けた調査結果について、資料

４により、報告があった。 

 

４．令和７年度静岡大学自己点検・評価結果について 

大橋委員から、令和７年度静岡大学自己点検・評価結果について、資料５により報

告があった。 

 

５．令和７年度静岡大学自己点検・評価結果に基づく改善策について 

大橋委員から、令和７年度静岡大学自己点検・評価結果に基づく改善策について、

資料６により報告があった。 

 

６．静岡理工科大学との単位互換に関する協議書等の締結について 

塩尻委員から、静岡理工科大学との単位互換に関する協議書等の締結について、資

料７により報告があった。 

 

７．９大学理学部連携協定の締結について 

山本委員から、９大学理学部連携協定の締結について、資料８により報告があった。 

 

８．自治体（静岡市）との連携協定の締結について 

福田委員から、自治体（静岡市）との連携協定の締結について、資料９により報告

があった。 

 

＜委員から出た意見等＞ 

・飯田監事：静岡市との協定において、静岡キャンパスの学部が含まれていない点

について、地域の関係者が違和感を覚える可能性があるのではないか。併せて、

未来創成ビジョンに記載されている「オール静岡大学で地域課題解決に取り組む」

との方針との整合性をどのように理解すべきか。 

⇒議長：当該協定については、部局間協定として受け止めており、浜松医科大学

には学部長職がなく、学長名での協定となっている。静岡キャンパスの学部は

本協定においては含まれていないが、医療や介護福祉分野においては、静岡キャ

ンパスの学部も様々な形で貢献可能であり、既に同分野において取組を行って

いる教員もいる。こうした取組については情報発信の必要があると認識してい

る。 

⇒佐藤委員：静岡大学は総合大学として、これまで多様な機関等との連携により社

会課題に対応してきた実績があるものの、それらを十分に対外的にアピールでき

ていなかった。今後は、取組状況等を調査した上で、情報発信を進めていく。 
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・朱副学部長：本学は、静岡県日中友好協議会や介護分野の先端的な企業との合意

書を既に締結している。既存の関係をさらに発展させ、地域に対して本学の役割

を果たしていくことが重要だと認識している。 

⇒議長：本学の既存の取組についても、対外的に発信できる機会を設けていきたい 

と考えている。 

 

９．自治体（浜松市）との連携協定の締結について 

福田委員から、自治体（浜松市）との連携協定の締結について、資料 10 により報

告があった。 

 

10．令和７年 10 月大学院入学者選抜試験実施状況について 

塩尻委員から、令和７年 10 月大学院入学者選抜試験実施状況について、資料 11 に

より報告があった。 

 

11．教員データベースへの入力方法について 

二又委員から、教員データベースへの入力方法について、資料 12により報告があっ

た。 

 

12．大学の地域貢献度に関する全国調査 2025 について 

塩尻委員から、大学の地域貢献度に関する全国調査 2025 について、資料 13 によ

り報告があった。 

 

13．ふじのくに COOL チャレンジ温暖化対策アプリ「クルポ」の活用について 

金原委員から、ふじのくに COOL チャレンジ温暖化対策アプリ「クルポ」の活用に

ついて、資料 14 により報告があった。 

 

14．学長選考・監察会議の審議状況について 

山本委員（学長選考・監察会議副議長）から、学長選考・監察会議の審議状況につ

いて、資料 15により報告があり、「学長選考における教職員の活動に関する指針（案）」

について意見照会の依頼があった。 

 

＜委員から出た意見等＞ 

・小西委員：指針（案）について、指針に違反する行為が明確に記載されているよ

うに見受けられる一方で、解釈によっては判断が難しい部分もあると感じてい

る。指針に抵触するか否かの判断は、誰が行うのか。この点について、学長選考・

監察会議内において、どのような議論がなされたのか教えていただきたい。 

⇒山本委員：指針に違反する行為について、何をもって適切とし、何をもって不適
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切と判断するのかを一概に示すことは難しいと考えており、この点については会

議内でも議論となった。指針に抵触するか否かの判断については、個別の事案ご

とに状況を踏まえ、独立した機関である学長選考・監察会議が判断し意思決定を

行う。なお、今回の指針の策定にあたっては、敢えて何も示さないという選択肢

についても議論されたが、最終的には、一定の考え方を指針として示すことが望

ましいという結論に至った。 

 

15．教員採用等報告について 

議長から、教員採用等について、資料 16 により報告があった。 

 

16．学長決裁により改正した規則等について 

議長から、学長決裁により改正した規則等について、資料 17 により報告があった。 

 

 

Ⅳ その他 

１．令和７年度情報セキュリティ WEB セミナー、個人情報保護及び法人文書管理に関

する WEB セミナーの実施について 

二又委員から、令和７年度情報セキュリティ WEB セミナー、個人情報保護及び法人

文書管理に関する WEB セミナーの実施について、資料 18 により案内があった。 

 

２．グリーン科学技術研究所 News Letter Vol.18 の発行について 

議長から、グリーン科学技術研究所 News Letter Vol.18 の発行について、資料 19

により案内があった。 

 

３．令和７年度学位記授与式及び令和８年度入学式について 

議長から、令和７年度学位記授与式及び令和８年度入学式について、資料 20 によ

り案内があった。 

 

４．令和８年学長の年頭挨拶について 

議長から、令和８年学長の年頭挨拶について、資料 21 により案内があった。 

 

５．令和８年度主要会議開催予定について 

議長から、令和８年度主要会議開催予定について、資料 22 により案内があった。 

 

以  上  


